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２００９年度 社団法人 日本青年会議所スローガン 

やさしくあるためにつよくあれ！ 

リアリティと説得力を伴う「ＪＣプライド」の実践！！ 

 
２００９年度 社団法人 松江青年会議所スローガン 

一致団結 
～このまちから必要とされるＪＣを目指して～ 
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Ｊ　Ｃ　宣　言

日本の青年会議所は

混沌という未知の可能性を切り拓き

個人の自立性と社会の公共性が

率先して行動することを宣言する

生き生きと協和する確かな時代を築くために

　

社会的・国家的・国際的な責任を自覚し

志を同じうするもの、相集い、力を合わせ

青年としての英知と勇気と情熱をもって

明るい豊かな社会を築き上げよう

綱　　　領

われわれＪＡＹＣＥＥは



第１４５回定時総会次第 
 
 

日時：２００９年２月１９日（木） 
 １９：００～ 

場所：商工会館２階 ２０１号室 

１．開会 

２．正副議長指名 

３．定足数発表 

４．議事録作成人及び署名人指名 

５．議案事項確認 

６．報告並びに議案審議 

＜審議事項＞ 
第１号議案 ２００８年度事業報告、一般会計・周年事業特別会計・特別事業遂行特別会計決

算（案）承認の件 
 
第２号議案 ２００９年度一般会計・周年事業特別会計・特別事業遂行特別会計修正予算（案）

承認の件 

７．２００８年度理事長への感謝状及び記念品贈呈 

８．皆勤賞授与 

９．監事講評 

１０．閉会 
 
 
 
 
 
 
 
 



２００８年度事業報告 
  理事長 木村 純子 

 
この 1年を振りかえると、北京オリンピックの開催、わが国の総理大臣は次々と交代し、

アメリカではオバマ大統領の誕生、そして米国のサブプライムローン問題を発端に潜在し

ていた金融危機が一気に顕在化し、日本はもとより世界規模で今だかつてない大不況に突

入しています。２００８年を表わす一文字に「変」が選ばれたように、世の中はめまぐる

しい変化に見舞われ、また新しい変化を求める 1年でもありました。 
そのような中で、２００８年度（社）松江青年会議所は「忘己利他 ～心の通い合うま

ちの創造を目指して～」のスローガンを掲げ、ここ数年の会員拡大がままならない状況と、

昨年の 19名の卒業生により年数の浅いメンバーが増す中で、本来の松江青年会議所らしい
活動や松江青年会議所らしさとは何かを今一度認識していただきたいという願いをもち、

皆様のご協力を得ながら１年間活動して参りました。 
以下、基本方針を中心に事業報告といたします。 

 
地域が抱える諸問題への取り組み 
 この松江には様々な問題が存在します。その一つである「大橋川拡幅問題」について松

江青年会議所としての意見を持ち発信していくという目的のもと、まちづくり委員会に取

り組んでいただきました。行政や関係諸団体がそれぞれの立場での意見を主張する中、市

民にとってまた松江にとって大橋川のあるべき姿とは何かを導き出したく、それがなにも

のにも左右されない私達 JC の役割だと考えてきました。４０００件近い市民アンケート
の回収分析や１１月度例会はこの問題の大切さを市民へうったえるよい機会とはなりまし

たが、問題の複雑さゆえに私達の意見を導き出すというところまでいかなかったことが残

念でなりません。この問題については、今後も行政主導で民意はおそらくないがしろのま

ま進んでいくのではないかと思わざるを得ないのですが、松江 JC として最後まで継続し
て積極的に取り組まれる事を望みます。 
また、山積するその他の諸問題についても積極的に慎重に我々の意見を持ち外に対して

発信し解決に導く姿勢を持ち続けていただきたいと思います。 
 
松江らしさの創造 
 ５月度例会の松江における歴史・文化の特徴は何かを明らかにしたことにより、その後

の「松江だんだん」「松江水燈路（怪談行列・怪談の森）」ではその結果から導き出された

松江らしさをもって事業を展開されました。５年目となった怪談行列・怪談の森は水燈路

との兼ね合いにより今年より場所を松江城敷地内の鎮守の森に移しての事業でしたが、参

加者にも恵まれ盛況に終わる事ができました。今年の反省点を踏まえ、次年度以降さらな



る進化を遂げていただきたいと思います。 
松江だんだんについては天候やステージ出演者に恵まれ、ここ近年では最高の昼間の人

出を記録しました。昼間の賑わいについて数年かけて取り組んできた結果がついに表れた

年ではなかったかと思います。商工会議所青年部との協同事業も２年目となり、やり取り

が少しずつスムーズにできるようになってきたことは、現在会員拡大が難しい我がロムに

とっても心強いことです。まつり会計については特別事業遂行特別会計を使わないことと

し、会計にも配慮しました。今後とも市民の皆さんに喜んでいただける松江ならではのま

つりを検討運営していただきたいと思っています。 
 
青少年育成は実践から 
 三週間にわたる子ども達とのピザ釜つくりの事業ということで時間や労力のかかる取り

組みとなりましたが、子どもたちは本来持っていてもなかなか発揮することのなかった力

（モラルや公共心、仲間や自分より幼い他者への配慮や想像力、体力や辛抱強さなど）を

時間とともに発揮していってくれました。子どもたちの興味・関心を捉えた内容であり、

心の成長の一助となったと思われます。欲を言えば子どもの参加人数もメンバーの参加も

少なかったことが残念でありますが、様々な職業から成る JC メンバーでの協力があった
からこそできた事業であったとも言えます。また、事業の最中と事後に丁寧な検証を行な

い、細やかな修正をかけながら事業を成功へと導かれました。このような取り組みが今後

も積極的に行われ、将来を担う子どもたちの育成の一助となるよう期待したいと思います。 
 
LD運動の強化による会員資質の向上と会員拡大 
 ２００６年度日本 JC 池田会頭のご講演を通して、将来を担う子ども達や社会に対する
責任感と使命感を痛感することとなりました。JCにとっても企業にとっても本当に厳しい
時代ではありますが、指導力開発委員会がこの例会で導き出した危機感・責任感・感謝の

心というキーワードをもとに今後それぞれの場面でリーダーシップを発揮していただきた

いと思います。 
会員拡大については努力をしていただきましたが、今年 1 年間で５名の新入会員の入会

となり、非常に厳しい結果となりました。ただし退会者が１人も出なかった事は本当に嬉

しい限りです。今後も会員拡大への積極的な取り組みはもちろん必要ですが、一方で、会

員個々が自分たちの活動に対してもっと誇りを持ち、楽しく取り組み、外に対して胸を張

って話せるような意識改革が必要ではないでしょうか。 
 
公益社団法人としての基盤づくり 
 本年１２月よりいよいよ公益社団法人の取得手続きが開始されました。当ロムもこれを

目指すべく、これまで以上に公益法人としてあるべき姿に則した活動・運動、また、より

精度の高い会計運営を心がけていただきました。しかしながら、事業費比率５０％の壁は



高く、具体的な方策を早急に考える必要があります。現在 LOM 会計の外で行なわれてい

る水郷祭の事業費を対象と見なすことができないかどうか、また、公益性の高い大規模事

業を行なうための方策などの調査・研究の必要があると考えられます。 
 
島根ブロック第３４回会員大会の開催 
 松江では１０年ぶりの開催でしたが、会員大会実行特別委員会が中心となり年当初から

県内各地へ積極的なＰＲに出掛けていきました。大会当日も会員全員の協力で松江らしく

爽やかな大会となり、ロム内の一層の結束が図れたと思います。また県都ロムとして今後

の見本となるような大会の運営をしていただきました。 
 
出向者への支援 
 日本青年会議所国際アカデミー委員会委員長として尾﨑俊也君を輩出し、それに伴い日

本青年会議所に多数の会員を輩出しました。また、島根ブロック協議会副会長として神田

裕幸君をはじめ、２名の委員長輩出など多数の出向者を輩出いたしました。出向者の皆さ

んがそれぞれ責任感を持って役割をまっとうされ、また出向先では様々な研鑚を積まれた

ことと思います。次年度以降の活動に反映されることを期待しています。 
 
以上、1 年間、十分なリーダーシップをとることができていないのではないかと日々反

省しながら、理事長という大役を務めさせていただきました。 
しかしながら、スタッフ・理事をはじめ個性豊かにそれぞれに素晴らしい活動を展開し

ていただいた委員長の皆様、そしてメンバーの皆様、ご協力いただきましたすべての関係

者の皆様に心より感謝を申し上げ、本年度事業報告とさせていただきます。 
一年間ありがとうございました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

2008年度（社）松江青年会議所　主な活動一覧

２００８年度例会事業 開催日 担当委員会

１月度例会　　　新年賀会例会 １月　８日 会員拡大推進会議

　　　　　　　　　　「心を一つに」新年度スタート！

２月度例会　　　第１４２回定時総会　 ２月２１日 総務・広報委員会

　　　　　　　　　　バトンタッチ

３月度例会　　　2008年度島根ﾌﾞﾛｯｸ協議会会長公式訪問例会 ３月１９日 指導力開発委員会

　　　　　　　　　　「日本の息吹を感じよう！島根の息吹を感じよう！」

４月度例会　　　対外事業　 ４月１７日 まちづくり委員会

　　　　　　　　　　松江の橋と景観から見たまちづくり

５月度例会　　　対内事業　 ５月２２日 文化まつり委員会

　　　　　　　　　　文化はまちづくり

６月度例会　　　第３４回島根ブロック会員大会懇親会 ６月１５日 会員大会実行特別委員会

　　　　　　　　　　おもてなし～松江らしく爽やかな大会をめざして～

７月度例会　　　対内事業　 ７月２３日 指導力開発委員会

　　　　　　　　　　地域社会の活力と成る青年としてのリーダーシップとは

８月度第１例会　対外事業 ８月９・１０日 文化まつり委員会

　　　　　　　　　　松江水郷祭（松江だんだん）湖と緑のﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ2008

　　　　　　　　　　みんな集まれ「心が通う」この場所へ

８月度第２例会　第１４３回定時総会 ８月２１日 総務広報委員会

　　　　　　　　　　新たなる決意

９月度例会　　　対外事業 ８月２３・２４日 青少年育成委員会

　　　　　　　　　　そうだ！窯を造ってピザを焼こう ８月３１日

９月７日

１０月度例会　　対内事業 １０月１日 会員拡大推進会議

　　　　　　　　　　第５２回ＪＣデー 会員大会実行特別委員会

１１月度例会　　対外事業 １１月２０日 まちづくり委員会

　　　　　　　　　　今、大橋川改修をどう考えるか

１２月度第１例会　第１４４回定時総会 １２月１１日 総務・広報委員会

　　　　　　　　　　一致団結に向けて心を通わせよう

１２月度第２例会　卒業式・渡鍵式・祝賀会　 １２月１４日 総務・広報委員会

酉の会

青少年育成委員会

その他

　　○キャンドルナイト事業

　　○第４回だんだん少年野球大会

　　○松江水燈路事業（怪談行列・怪談の森）



総 会 

第１４２回 定時総会 
日時   ２００８年２月２１日（木） １９：３５～２１：３０ 
場所   松江商工会館 １階 教養文化センター１０１号室 
定足数  ４９名（出席者３８名 有効委任状１０通 棄権者１名） 
 
議案 
     第１号議案 ２００７年度事業報告、一般会計・周年記念事業特別会計・什器備品 
           特別会計・特別事業遂行特別会計決算（案）承認の件 
     第２号議案 ２００８年度一般会計・周年記念事業特別会計・特別事業遂行特別会計

修正予算（案）承認の件 
 
第１４３回 定時総会 
日時   ２００８年８月２３日（木） １９：４５～２１：００ 
場所   松江商工会館 １階 教養文化センター１０１号室 
定足数  ４９名（出席者３８名 有効委任状１１通） 
 
議案   第１号議案 ２００９年度 副理事長予定者並びに専務理事予定者指名及び承認の件 
     第２号議案 ２００９年度 理事予定者並びに監事予定者の発表及び承認の件 
 
第１４４回 定時総会 
日時   ２００８年１２月１１日（木） １９：３５～２０：４８ 
場所   松江商工会館 １階 教養文化センター１０１号室 
定足数  ５２名（出席者３６ 有効委任状１６通） 
 
議案   第１号議案 ２００８年度（社）松江青年会議所 一般会計及び特別会計  

補正予算（案）承認の件 
第２号議案 ２００９年度（社）松江青年会議所 推進会議設置（案）承認の件 
第３号議案 ２００９年度（社）松江青年会議所 運営規定変更（案）承認の件 
第４号議案 ２００９年度（社）松江青年会議所 事業計画（案）承認の件 
第５号議案 ２００９年度（社）松江青年会議所 一般会計及び特別会計予算（案） 

承認の件 
 
 
 




